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日

本
軍
占
領
地
に

お

け

る

日

本
語
教

育

イ
ン

ド

ネ
シ

ア
、

ビ

ル

マ

の

場
合

多

仁

安

代

（

杏
林
大
学
別
科
日

本
語
研
修
課
程
非
常
勤
講
師
）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

一
、

は
じ

め
に

　
太
平
洋
戦
争
期
初
頭

、

東
南
ア

ジ

ア

地

域

へ

の

進
攻
作
戦
を

開
始
し

た

日

本
軍
は、

英

領
香
港
（

一

九

九
四
一

年

＝
一
月
）

、

米
領

フ

ィ

リ
ピ

ン

の

マ

ニ

ラ

（

四

二

年
一

月
）

、

英
領
シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

（

同
二

月
）

オ

ラ

ン

ダ

領
ジ

ャ

ワ

（

同
三

月
）

、

英
領
ビ

ル

マ

の

ラ

ン

グ

ー

ン

（
同
三

月
）

を

次
々

に

占
領
し
、

軍
政
を

施
行
し
た

。

　
そ

の

中
で

本
稿
の

主
題
と
な

る

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

地
域
の

軍
政
は

、

ジ
ャ

ワ
、

ス

マ

ト

ラ

が

陸
軍

、

セ

レ

ベ

ス
、

南
ボ

ル

ネ

オ
、

セ

ラ

ム

諸
島
地
区
（

の

ち

小
ス

ン

ダ
）

は

海
軍
が

担
当
し
た

。

　

軍
政
機
構
の

面
か

ら
見
る

と
、

陸
軍
は

南

方
総
軍
の

下
で

、

ジ

ャ

ワ

は

第
一

六

軍、

ス

マ

ト

ラ

は

第
二

五
軍、

ビ

ル

マ

は

第
一

五

軍

（

の

ち
ビ

ル

マ

方
面
軍
）

が

管
轄、

海
軍
は

南
西
方
面
海
軍
民
政
府
の

下
に、

ボ

ル

ネ
オ

、

セ

レ

ベ

ス
、

セ

ラ

ム

の

各
民
政
部
を

お

い

た

ω
。

　
三

五
〇
年
間
に

及
ぶ

オ

ラ

ン

ダ
の

植
民
地

支
配
を
受
け
て

い

た

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

地
域
の

住
民
に

は、

独
立
の

獲
得
が

永
年
の

悲
願
で

あ
っ

た。

イ

ン

ド

の
一

州
に

組
み

込
ま

れ

る

と

い

う

立
場
に

あ
っ

た

ビ

ル

マ

人
は

、

住
民

の

精
神
的
な
よ

り

ど

こ

ろ

と

な
っ

て

い

た

僧

侶
階
級
を
は

じ

め
、

反
英
気
分
が

強
か
っ

た
。

こ

の

よ

う

な

背
景
か

ら
、

両
地
域
と

も

進
攻

し

て

き

た

日

本
軍
を

、

初
期
に

お

い

て

は

解

放
軍
と

し

て

受
け

入
れ

た

面
が

あ
っ

た
。

　

日

本
軍
は

オ

ラ

ン

ダ

に

よ
っ

て

拘
留
さ

れ

て

い

た

民
族
主
義
者
の

ス

カ

ル

ノ

や
バ

ッ

タ

を

解
放
し

、

イ
ギ

リ
ス

が

投
獄
し
て
い

た
バ

ー
・

モ

ウ

や

ネ
・

ウ

イ

ン

を

釈
放
し

た
。

日

本
軍

に

と
っ

て

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

地
域
は

、

石
油
な

ど
豊
富
な

天
然
資
源
を

獲
得
で

き

る

こ

と、

ビ

ル

マ

は

イ

ン

ド

か

ら

の

援
蒋
ル

ー

ト

を

遮

断
す
る

た

め

に

重
要
な

地
域
で

あ
っ

た
。

　
一

九
三

七
年

、

中
国
と

の

全
面
戦
争
に

突

入
し

た

日

本
軍
は

、

中
国
へ

の

経
済
封
鎖
を

強
化
す
る

た

め
、

米
英
が

軍
需
品
や

物
資
な

ど

を
補
給
す
る

輸
送
路
と

し
て

使
っ

て

い

た

援
蒋
ル

ー

ト

を
遮
断
し

よ

う

と

し
て

、

一

九

四

〇

年
秋

、

北
仏
印
に、

翌
四
一

年
夏

、

南

仏
印
に

陸
軍
兵
力
を
進
駐
さ

せ

た
。

そ

の

対

抗
措
置
と

し

て

ア

メ

リ

カ

は、

四
一

年
八

月

末
、

日

本
へ

の

石
油
輸
出
を
禁
止
し

た
。

ア

メ

リ

カ

と

の

戦
争
を
不
可
避
と
判
断
し

た

日

本
は

、

四
一

年
一

二

月
八
日

真
珠
湾
を

攻
撃

し、

米
英
（

後
に

オ

ラ

ン

ダ

を
加
え

た
）

に

宣
戦
し

た
。

　
日

本
は
一

九
四

三

年
八

月
、

ビ

ル

マ

に

独

立

を

与
え

た。

一

方
、

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

人
の

独
立
獲
得
へ

の

希
望
は

強
か
っ

た

が、

日

本

軍
は

資
源
の

利
用

を

主
と

す
る

戦
争
協
力
を

求
め

た

と

は

い

え、

当
初
は

彼
ら
に

独
立
を

与
え

る

予
定
は

な

か
っ

た
。

　
日

本
軍
は

こ

れ

ら

の

南
方
諸
地
域
に

お
い

て、

現
地
人
に

よ

る

軍
隊
を

編
成
し

て

い

る
。

な

か

で

も、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア
、

ビ

ル

マ

で

創

設
さ

れ

た

軍
隊
が、

日

本
軍
が

撤
退

し

た

あ

と、

復
帰
し
て

き

た

旧

宗
主

国
と
の

戦
い

で

果
た

し

た

役
割
は

見
逃
せ

な

い
。

　
あ
る

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

人
将
校
が
、

「

日

本

人
は

（

オ

ラ

ン

ダ

人
）

に

比
べ

て、

ず
っ

と

大
切
な

こ

と
を
教
え

て

く

れ

た
。

そ

れ

は

何

も
な
い

と

こ

ろ

か

ら

軍
隊
を

つ

く
る

に

は、

ど

う

し

た

ら
い

い

か

と

い

う

こ

と

で

す

 
」

と

語

り、

ビ

ル

マ

人
が

「

後
に

日

本
は
ビ

ル

マ

人

に

対
し

て

鬼
の

本
性
を

あ

ら

わ

し

た

が
、

ご

く

初
期
に

日

本
か

ら

得
た

価
値
あ

る

も

の
、

そ

れ

が

こ

の

軍
事
訓
練
で

あ

る

 
」

と

記
し

た

よ

う

に
、

B
本
軍

に

よ

る

軍
事
占
領
は

否

定
的
な

面
が

残
さ

れ

た

も
の

の
、

こ

の

地
域

に

施
し

た

軍
事
訓

練
に

関
し

て

は

評
価
で

き

る

と

現
地
人
自
身
が

認
め

て

い

る。

　
こ

れ

ら

の

軍
隊
で

は
、

日

本
語
教
育
や

凵
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本
語
で

の

軍
事
訓
練
な
ど

が

実
施
さ

れ

て

い

た
。

本
稿
は、

日

本
軍
に

よ

っ

て

創
設
さ

れ

た

軍
隊
が

、

両
地
域
で

果
た

し

た

役
割
に

つ

い

て
、

日

本
語
教
育
や
軍
事
教
育
を
進
め

る

過
程
で

育
成
さ

れ

た

成
果
か

ら

観
察
し

て

み

た

い
。

二
、

旧

宗
主

国
の

両

植
民
地
支
配

　

オ

ラ

ン

ダ

に

よ

る

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

地
域
へ

の

い

わ

ゆ

る

「

愚
民
化
政
策
」

の
｝

例
を

、

文
教
要
員
と

し

て

当
時
バ

リ

に

滞
在
し

た

鈴

木
政
平
は

次
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る

凶
。

　
一

番
顕
著
な

も
の

で
、

そ

の

徹
底
し

た

無
知
ぶ

り
を

あ

ら
わ

し
て

い

る

も

の

は
、

彼
ら
の

年
齢
意
識
で

あ
り

ま

す
。

だ

い

た

い

戸
籍
が

な

い

の

で

す

か

ら、

自
分
の

年
齢
を

知
ら

ぬ

の

も
無
理
は

あ

り
ま
せ

ん

が
、

し

か

し
知
識
階
級
で

さ

え

も
は
っ

き
り

し
な

い

も

の

が

あ

る

に

至
っ

て

は
、

あ

き
れ

る

よ

り
ほ

か

は

あ

り
ま

せ

ん
。

　

政
治
面
か

ら

見
る

と
、

行
政
機
構
は

総
督

を
は

じ
め

中
央
政
庁
の

重
要
ポ

ス

ト

は、

す

べ

て

オ

ラ

ン

ダ

人
に

握
ら
れ

て

い

た
。

郡、

村
レ

ベ

ル

で

は
、

土
着
の

王
侯
な

ど

が

長
に

就
い

て

い

た

が
、

そ

れ

は

彼
ら

が
従
来
持
っ

て

い

た

権
力
を

剥
奪
す
る

代
償
と

し

て

与
え

ら

れ

た

も
の

で

あ
っ

た

 
。

　

さ

ら

に

鈴
木
は

、

「

彼
ら

は
バ

リ

人
が
ジ

ャ

ワ

人
や

そ

の

他
の

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

多
種
族

と

交
際
す
る

こ

と
を

極
度
に

恐
れ

た
。

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

に

お

け
る

諸
種
族
が
一

つ

に

な

る

こ

と

を

心

配
し

た

か

ら
で

あ

る
。

そ

こ

で

彼

ら

は

分
割
政
策
を

採
っ

た

 
」

と

記
し

、

オ

ラ
ン

ダ
は

多
民
族
国
家
で

あ
る

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

人
の

統
一

意
識
を
妨
げ
る

た

め
、

民
族
を

分
断
す
る

政
策
を

実
施
し

た

と

観
察
し

て

い

る
。

　

経
済
構
造
を

見
る

と
、

人
口

の

約
九

〇
％

が

農
業
に

従
事
し

て

い

た
。

こ

の

地
域
の

農

業
は

、

外
国
資
本
に

よ

る
ゴ

ム
、

コ

ー

ヒ

ー

な

ど

の

輸
出
生
産
物
を

中
心

と

す

る

近
代
的

な
エ

ス

テ

ー

ト

農
業
と

、

米
、

玉

蜀
黍
の

よ

う

な

食
料
を
生
産
す

る

前
近
代
的
な

土
着
農

業
が

併
存
し

て

い

る

点
に

特
徴
が

あ
っ

た
。

　
エ

ス

テ

ー

ト

農
業
を

独
占
し

て

い

た

の

は
、

宗
主
国
オ

ラ

ン

ダ

を
中
心
と
す

る

外
国
資
本

で

あ
っ

た
。

外
国
人
経
営
の

農
園
は

住
民
の

土
地
を
侵
食
し
、

過
酷
な

利
潤
追
求
に

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

人
労
働
者
は

、

賃
金
を

低
く

抑
え

ら

れ

搾
取
さ

れ

て

い

た
。

　

耕
地
面
積
も

広
く

、

エ

ス

テ

i
卜

農
業
よ

り

人
口
の

多
か
っ

た

土
着
農
業
従
事
者
は

、

貴
族
や
村
の

ボ

ス

と

い
っ

た

封
建
的
支
配
層

に

生
殺
与
奪
の

権
を

握
ら

れ
、

貧
困
に

あ

え

い

で

い

た。

　

農
業
に

つ

ぐ
鉱
業
も、

外
国
資
本
に

独
占

さ

れ

て

い

た
。

農
、

鉱
業
に

比
べ

る

と

工

業

は

オ

ラ

ン

ダ

の

抑
圧
政

策
に

よ
っ

て

非
常
に

立
ち
遅
れ

、

近
代
的
工

業
は

わ

ず
か

に

外
国

資
本
に

よ

る

製
油、

精…
練
業
な
ど

が

見
い

だ

さ

れ
る
の

み

で

あ
っ

た
。

こ

の

地
域
の

特
産

品
で

あ
る
バ

テ

ィ

ッ

ク

工

業
と

織
物
業
は

、

規
模

も
小
さ

く
大
半
が

華
僑
資
本
の

ド
に

あ
っ

た
。

　

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

で

吸
い

上
げ

ら
れ

た

外
国

企
業
の

利
潤
の

ほ

と

ん

ど

は
、

そ

れ

ら

の

企

業
が

所
属
す

る

本
国
へ

持
ち
帰
ら

れ

た
。

こ

の

よ

う

な

構
造
は

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

国
内
の

経

済
発
展
を

著
し

く
阻
害
し

た

 
。

　

軍
事
面
で

も

唯
一

の

組
織
で

あ

る

KNI

L
（

蘭
印
軍
）

は
、

オ

ラ

ン

ダ
人
に

主、
導
権

を
握
ら
れ

、

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

人
は

、

ご

く
限

ら

れ

た
ポ

ス

ト

し

か

与
え

ら

れ
な
か
っ

た
。

し
か

も
、

KNIL

は

あ

く

ま

で

植
民
地

軍

で

あ

り
、

国
内
の

反
政

府
運
動
を
抑
え

、

宗

主
国
に

よ

る

現
体
制
を

維
持
す
る

す
る

た

め

の

手
先
機
関
で

し

か

な

か
っ

た

 
。

　

オ

ラ

ン

ダ

は

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

の

民
族
運
動

に

対
し
、

激
し

い

弾
圧
を

加
え

た
。

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

の

民
族
運
動
は

比
較
的
穏
健
な
パ

リ

ン

ド

ラ

と
、

ゲ
リ
ン

ド

と

呼
ば
れ

る

オ

ラ

ン

ダ

と

の

非
協
調
を

唱
え

る

グ
ル

ー

プ

に

概
ね

二

分
さ

れ

て

い

た
。

後
者
に

属
す
ス

カ

ル

ノ

や
ハ

ッ

タ

ら

は
、

オ

ラ

ン

ダ

当
局
に

よ

っ

て

何
度
も
拘
禁
さ

れ
、

入
獄
し

て

い

た
。

　

そ

れ
に

も
か

か

わ
ら

ず
政
治
的
に

は

オ

ラ

ン

ダ

人
に

、

経
済
的
に

は

オ

ラ

ン

ダ

人
や

華

僑
に

実
権
を

握
ら

れ

て

い

た

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

人
の

独
立
へ

の

希
望
は、

民
族
主
義
者
ば
か

り
で

な

く
、

　
＝
般

住
民
の

間
に

も
浸
透
し

て

、

つ

こ
o

し
　

　
　

ナ

　

ひ

る

が

え
っ

て

ビ

ル

マ

の

例
を

見
る

と
、

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
¢ e

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　．
皿

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
｝
　
　

肛

三

回
に

わ

た

る

英
緬
戦
争
の

結
果

、

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

ビ

ル

マ

S

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

は

イ

ギ

リ

ス

の

植
民
地
と

な

る

が
、

第
三

次
訌

英
緬
戦
争
（

一

八

八

五
年
）

後
、

イ

ギ

リ

ス

 

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
L

は

ビ

ル

マ

を

イ

ン

ド

の
一

州
に

組
み

込
ん

で

k

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

し

ま
っ

た
。

こ

の

措
置
は

、

「

か

つ

て

栄
え

m

た

王
国
が
一

気
に

隣
国
イ

・

ド

の

一

州
に

 

『

格
下
げ
』

さ

れ

た

こ

と

を

意
味
し

た

た
め
、

H

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
M

耐
え

が

た
い

屈
辱
 
」

と

な
っ

た
。

　

イ

ギ

リ
ス

植
民
地
下
の

ビ

ル

マ

は
、

政
治

経
済
の

中
心
で

あ
る

ラ

ン

グ

ー

ン

に

は
、

植

民
地
行
政
を
担
当
す
る

イ

ギ

リ

ス

人、

経
済

的
な

実
権
を
握
る

イ

ン

ド

商
人
と

華
僑

、

そ

れ

に
一

部
の

カ

レ

ン

族
な

ど

が

主

に

居
住
し

、

ビ

ル

マ

族
の

人
口

は

三

分
の
一

程
度
に

過
ぎ

な

か
っ

た
。

な

か

で

も
イ
ン

ド

人
の

勢
力
は

強
く

、

都
市
で

の

経
済
面
ば

か

り

で

な

く
、

農
村
部
に

ま

で

食
い

込
み、

不
在
地
主
と

し

て

ビ

ル

マ

人
の

農
民
を

搾
取
し

て

い

た

 
。

　

ビ

ル

マ

も

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

と

同
様
に

農
業

が

経
済
の

中
心
と

な
っ

て

い

た

が
、

北
部
と

南
部
と

で

は
、

状
況
が

や

や

異
な
っ

て

い

た
。

　

北
ビ

ル

マ

は
、

イ

ギ

リ
ス

の

資
本
主

義
政

策
の

導
入
に

よ
っ

て
、

従
来
の

土
地
所
有
制

度
が

崩
れ

、

土
地
を
失
っ

た

農
民
が

増
加
し

た
。

ま

た、

イ
ン

ド

人
小
作
農
と

の

確
執
の

上

に
、

米
の

単
一

栽
培
を

し

て

い

る

農
家
が

多
く

、

米
価
の

高
低
に

収
入
が

左
右
さ

れ
、

経
済
的
に

安
定
し

な

か
っ

た
。

そ

れ

に

比
し

、

南
ビ

ル

マ

は

多
種
の

作
物
を

栽
培
し

て
い

た

こ

と

か

ら
、

自
然
災
害
に

よ

る

影
響
を
受
け

る

面
が

少
な

か
っ

た
。

　

工

業
労
働
者
の

人
口

は

少
な

か
っ

た

が
、
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そ

の

ほ

と

ん

ど

が

外
国
資
本
の

工

場
に

雇
用

さ

れ
、

劣
悪
な

待
遇

と

と

も

に
、

イ

ン

ド

人

労
働
者
と

の

競
争
に

も
さ

ら

さ

れ

て

い

た
。

　

仏
教
徒
が

人
口
の

九
〇
％
を

占
め

る

仏
教

国
の

ビ

ル

マ

で

は、

僧
侶
は

住
民
の

精
神
的

な

よ

り
ど
こ

ろ

と

な

り
、

社
会
的
な

権
力
を

も
有
し
て

い

た
。

僧
侶
は

直
接
政
治
に

は

関

与
し

な

か
っ

た

が
、

政
治
運

動
を
支
え

る

存

在
と

な

り、
「

こ

れ

に

は

流
石
の

英

国
も

余

程
手
を
焼
い

て

い

た

 
」

と

い

う
。

　
こ

の

時
齟用
の

ビ

ル

マ

の

民
族
運

動
を

推
進

し
て

い

た

の

は
、

タ

キ

ン

党
と
呼
ば

れ

る

民

族
団
体
で

あ
っ

た
。

正
式
名
称
は

「

ド
．

バ

マ

ー
。

ア

ス

ィ

ー

ア

ヨ

ウ

ン

」

と

い

い
、

各

人
が
名
前
の

前
に

ビ

ル

マ

語
で

「

主
人
」

を

意

味
す

る

「

タ

キ

ン

」

を

冠
し

た

こ

と

か
ら、

一

般
に

タ

キ

ン

党
と

呼
ば

れ

て

い

た
。

こ

の

タ

キ

ン

党
に

は
、

日

本
軍
撤
退
後
の

ビ

ル

マ

独
立
に

貢
献
す
る

オ

ン

・

サ
ン

や、

戦
後
首

相
と

な

る

ウ
・
ヌ

ー
、

ネ
・

ウ

イ
ン

な

ど、

ビ

ル

マ

の

政
治
中
枢
を

占
め

る

人
物
が

含
ま

れ
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ビ

ル

マ

人
の

識
字
率
の

高
さ

や
、

独
立
や

世
界
情
勢
に

対
す

る

関
心
の

強
さ

が

窺
わ

れ

る
。

三
、

ぺ

夕

と
BlA

の

誕
生

　
一

九
四
二

年
三

月
ジ

ャ

ワ

を

占
領
し

た

第

一

六
軍
は

軍
政
の

遂
行
に

は

民
族
主
義
者
の

協
力
が

不
可
欠
で

あ
る

と
考
え

、

オ

ラ

ン

ダ

に

よ
っ

て

拘
留
さ
れ

て

い

た
ス

カ

ル

ノ

や
バ

ッ

タ

を

解
放
し

、

登

用
し

た
。

ス

カ

ル

ノ

の

方

は
、

「

民
主
主
義
と

軍
国
主

義
の

ど

ち

ら

を

選
ぶ

か

と
尋
ね

ら

れ

れ

ば

民
主
主
義
を

選
ぶ

。

し
か

し
、

も

し

オ

ラ

ン

ダ

民
主
主
義
を

選
ぶ

か

日

本
軍
国
主

義
を

選
ぶ

か

と
問
わ
れ

れ
ば、

日

本
軍
国
主
義
を
選

ぶ

 
」

と

述
べ

た

と

い

う
。

　

日

本
軍
は

こ

の

地
域
に

当
面
独
立
を
与
え

る

予
定
は

な

か
っ

た

が、

戦
局
の

悪
化
に

と

も
な

い
、

人
心
の

掌
握
を

重
視
し

た

日

本
政

府
と

現
地
軍
は

、

参
政
権
の

拡
大
な

ど
、

近

い

将
来
に

お

け
る

独
立
付
与
を

前
提
と

し

た

準
備
措
置
を

次
々

に

進
め

ざ

る

を

え

な

く

な

る
。

防
衛
義
勇
軍
（

ペ

タ
）

の

編
成
も

そ

の

対
策
の
】

環
で

あ
っ

た
。

　

第
一

六

軍
参
謀
部
は

、

柳
川
宗
成
を
主
務

者
と

す
る

別
班
に、

そ

の

業
務
を

担
任
さ

せ

た
。

柳
川

は
一

九
四

三

年
一

月
、

別
班
の

任

務
を

補
佐
す

る

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

人
の

要
員
養

成
を

目
的
と

す
る

タ

ン

ゲ

ラ

ン

青
年
道
場
を

発
足
さ

せ

た
。

指
導
に

は

陸
軍
中
野
学
校
出

身
者
で

別
班
の

将
校
が

当
た
っ

た
。

　

第
一

期
要
員
の

五

〇
名
は

、

ジ

ャ

ワ

各
地

か

ら
厳
選
さ

れ

た

青
年
達
で

あ
っ

た

が
、

行

き

先
や

目
的

、

教
育
の

内
容
な

ど

は
、

「

切

知
ら

さ

れ

て
い

な

か
っ

た
。

こ

の

タ

ン

ゲ

ラ

ン

青
年
道
場
出
身
者
が、

そ

の

後、

日

本
軍

に

よ
っ

て

編
成
さ

れ

る

防
衛
義
勇
軍
の

核
と

な

っ

た
。

　

第
一

六
軍
は

、

防
衛
義
勇
軍
編
成
を

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

人
側
か

ら

の

発
意
で

あ

る

と

い

う

建
前
を

採
り
た

か
っ

た

た

め
、

別
班
の

通
訳

で

あ
る

富
樫
武
臣
の

友
人
で

、

か

つ

て

ス

カ

ル

ノ

と

共
に

国
民
党
を

組
織
し

、

副
党
首
の

地
位
に

あ
っ

た
ガ

ト
ッ

ト
・

マ

ン

ク
プ

ラ

ジ
ャ

か

ら

「

建
白
書
」

を

提
出
さ

せ

る

と

い

う

形

式
に

し
た

 
。

　
一

九
四

三

年
一

〇
月

、

原
田
熊
吉
軍
司
令

官
の

名
で

治
政
令
第
四

四

号
が

発
出
さ

れ
、

「

ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
」

（

ペ

タ
）

の

編
成
が

決
定
し

た
。

布
告
の

第
四

条
に

、

「

ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
は

郷
土
防
衛
精
神
に

徹
し

米
英

蘭
に

対
し

各
州
防
衛
に

任
ず

囲
」

と

あ

る
。

あ

く
ま

で

防
衛
す
る
の

は

「

郷
土
」

で

あ

り、

独
立
を
誘
発
す
る

よ

う
な

「

祖
国
」

と

い

う

言
葉
は

避
け

ら

れ

た
。

　
郷
土
を
防
衛
す

る

と

い

う

認
識
を

持
た

せ

る

た

め
、

ペ

タ

に

は

KNIL

出
身
者
は

採

用
し
な

い

方
針
で

あ
っ

た
。

「

独
立
」

を

目

標
に

掲
げ
れ

ば

教
育
の

成
果
を

あ
げ
る

こ

と

は

容
易
で

あ
っ

た
が

、

当
面
そ

れ

が

で

き
な

い

た

め
、

オ

ラ

ン

ダ

に

抑
圧
さ

れ

た

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

の

歴
史
な

ど

を

教
え

て
、

将
来
独
立

し

た

際
に

軍
の

幹
部
と

な

る
べ

き

自
覚
を

促

し
、

厳
し

い

訓
練
に

耐
え

さ

せ

た
。

　

採
用
さ

れ

た

将
校
の

階
層
を
見
る

と
、

ペ

タ

将
校
の

方
が

KNIL

将
校
よ

り、

や

や

低
い

層
の

出
身
者
が

多
か
っ

た
。

彼
ら

は
、

衣
食
住
を
保
障
さ

れ
、

給
料
も
支
給
さ

れ
た

。

こ

れ

は
、

「

サ

ロ

ン

一

枚
を

家
族
で

共

有
す

る

 
」

と

い

う
イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

貧

困
状

況
下
で

は

悪
く

な

い

待
遇
だ
っ

た
。

義
勇
兵

の

募
集
に

際
し
て

、

定
員
を

は

る

か

に

超
え

る

応

募
者
が
殺
到
し

た

背
景
に

は
、

こ

の

よ

う

な

社
会
事
情
が
あ
っ

た
の

で

あ

る
。

　

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

で

は
、

す

で

に

防
衛
義
勇

軍
を
編
成
す
る

約
半
年
前
か

ら
、

兵
補
と

呼

ば

れ

る

日

本
軍
の

補
助
兵
力
と

し

て

採
用

さ

れ

た

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

青
年
が
い

た
。

兵
補
に

は

州
、

市、

侯
地
の

長
官
か

ら

推
薦
を

受
け

た
一

六
歳
か

ら

二

五

歳
ま

で

の

独
身
青
年
に

、

ニ

カ

月
間
の

軍
事
訓
練
を

受
け

さ

せ

た
。

資

格
の

中
に

、

口

本
語
学
校
な

ど

で

平
均
半
年

以

上

の

教
育
を

受
け

て

い

る

こ

と

が

条
件
と

な
っ

て

お

り
、

日

本
語
の

使
用
の

可
否
が

採

用
条
件
の

一

つ

の

ポ

イ

ン

ト

で

あ
っ

た

と
言

え

よ

う
。

　
敗
戦
後、

撤
退
す
る

第
一

六

蟹．
は

兵
器
を

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

側
に

渡
し

た
。

宮
元
静
雄
に

よ

れ
ば

、

そ

の

数
は

小
銃
類
だ

け
で

約
四
万

梃
に

上
る

と

い

う

 
。

す
で

に

義
勇
軍、

兵
補
を
は

じ

め

青
年
団

、

隣
組
の

メ

ン

バ

ー

な

ど
、

渡
さ

れ

た

兵
器
を
使
用
で

き
る

よ

う

に

な
っ

た

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

人
が

、

日

本
軍
に

よ

っ

て

育
て

ら

れ

て

い

た
。

　
イ

ギ

リ

ス

に

投
獄
さ

れ、

日

本
軍
に

よ
っ

て

釈
放

さ
れ
た

後
に

首
相
に
据
え
ら
れ
る
バ

ー
・

モ

ウ

は

自
伝
で

次
の

よ

う

に

書
い

て

い

る

囲。

　
私
は

戦
争
は

ま

だ

ま

だ

続
き、

終
戦

に

な

る

前
に

必
ず
日

本
軍
が

ビ

ル

マ

に

入
っ

て

く
る

だ

ろ

う
と

突
然
考
え

た
。

そ

の

場
合
日

本
に

と
っ

て

ビ

ル

マ

や

他

の

ア

ジ

ア

の

国
々

で

反
英
暴
動
が

起
き

、

反
乱
に

な

る

こ

と

は

大
き

な

利
益
に

違

い

な

い
。

わ

れ

わ

れ

の

革
命
は

そ

う

い

う

形
で

達
成
さ

れ

る

だ

ろ

う
。

私
は

す

ぐ
こ

う

し
た

理

解
を
も
っ

て

日

本
人
と

こ

と

を

進
め

る

こ

と
に

し

た
。

　
バ

ー
・
モ

ウ

は

戦
争
の

混
乱
が

、

独
立
を

獲
得
す
る

好
機
と

受
け
止
め

て

い

た

よ

う
だ

。

　
ビ

ル

マ

に

対
す
る

諜
報
活
動
は

、

は

じ
め

海
軍
の

予
備
役
大
尉
で、

一

九
二

三

年
頃

、

歯
科
医
と

し

て

ビ

ル

マ

に

渡
っ

た

国
分
正
三

に

よ

っ

て

進
め

ら

れ

て

い

た
。

援
蒋
ル

ー

ト

を

遮
断
す

る

必

要
か

ら
、

ビ

ル

マ

の

重
要
性

を

感
じ

た

陸
軍
も

、

陸
軍
大
佐
の

鈴
木
敬
司

を
送
り

込

ん

だ
。

鈴
木
は
一

九
四

〇
年、

日

緬
協
会
書
記
長
の

南
益
世
な

る

偽
名
で

ビ

ル

マ

に

入
っ

た
。

　
鈴
木
と

国
分
の

個
人
的
確
執
も
あ
っ

た

と

は

い

え
、

四
→

年
二

月
に

陸
海
軍
共
同
で
、

ビ

ル

マ

工

作
を

目
的
と

し
た

大
本
営
直
属
の

「

南
機
関
」

が

設
置
さ

れ

た
。

機
関
長
は

鈴

木
敬
司
で

、

表
面
上
の

名
称
を

「

南
方
企
業

調
査
会
」

と
称
し

た
。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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そ
の

頃
ア

ウ

ン

・

サ

ン

は

同
志
と

共
に

中

国
共
産
党
と

接
触
す
る

た

め
、

中
国
の

ア

モ

イ

に

渡
っ

て

い

た。

そ

れ

を
知
っ

た

鈴
木
は

、

二

人
を

保
護
し
て

東
京
へ

送
る

よ

う

に

指
示

し
、

日

本
へ

戻
っ

て

ア

ウ

ン

・

サ

ン

た

ち
を

迎
え

た
。

鈴
木
は

ア

ウ
ン

・

サ

ン

に

日

本
軍

に

よ

る

独
立
支
援
を
提
案
す

る
。

中
国
で

の

日

本
軍
の

侵
略
行
為
を
知
っ

て

い

た
ア

ウ

ン

．

サ

ン

は、

は

じ

め

躊
躇
し

た

が
、

結
局
日

本

軍
と

と

も
に

当
面
の

敵
で

あ

る

イ

ギ
リ

ス

と

戦
う
の

が
、

独
立
を

得
る

近
道
と

判
断
し

、

こ

の

提
案
を

受
け

入
れ
た

。

　

イ

ギ

リ

ス

時
代
に

ビ

ル

マ

人
は

軍
隊
か

ら

排
除
さ

れ

て

い

た

た

め
、

軍
事

経
験
の

な

か
っ

た

タ

キ

ン

党
員
た

ち
は、

反
英
闘
争
を
進
め

る

に

は
、

ビ

ル

マ

人
自
身
の

軍
隊
が

必
要
で

あ

る

と

痛
感
し

て
い

た
。

一

方
「

南
機
関
」

は、

ビ

ル

マ

の

青
年
た

ち

を

日

本
に

送
り

、

軍
事
訓
練
を
施
し

た

後
、

ビ

ル

マ

に

帰
し
て

反
英
闘
争
を

展
開
さ

せ

る

方
針
で

あ
っ

た
。

参
謀
本
部
も

「

日

本
軍
が

ビ

ル

マ

に

征
か

な

い

で、

ビ

ル

マ

人
が

た

ち

あ

が
っ

て

く

れ

た

ら

そ

れ

に

こ

し

た

こ

と

は

な

い

 
」

と

考

え

て

い

た

よ

う

だ
。

　
一

九
四
一

年
二

月、

ア

ウ

ン

・

サ

ン

の

他

四

名
の

日

本
式
に

変
名
し

た

ビ

ル

マ

青
年
た

ち

が

日
本
へ

向
け

て

出
発
し

た
。

引
き

続
き

三

回
に

分
け

て

脱
出
が
実
行
さ

れ
、

計
三

〇

名
が

来
日

し

た
。

こ

の

「

三

十
人
志
士
」

と

呼
ば

れ
る

青
年
た

ち

は
、

後
に

「

ビ

ル

マ

独

立
義
勇
軍
」

（

BIA

）

と

い

う
ビ

ル

マ

で

初
の

近
代
的
な

軍
隊
を

結
成
す
る

中
心
メ

ン

バ

t
と

な
っ

た

の

で

あ

る
。

彼
ら

は

最
初
は

内
地
で

、

つ

い

で

海
南
島
で

、

連
日

厳
し
い

訓
練
を

受
け

た
。

　
と
こ

ろ

が、
「

三

十
入
志
士
」

が

ビ

ル

マ

に

帰
る

こ

ろ

に

な

る

と
、

戦
況
が

変
化
し

て

い

た
。

す
で

に

日

本
軍
は

米
英
に

宣
戦
を
布

告
し

、

援
蒋
ル

ー

ト

の

遮
断
と

い

う

間
接
的

手
法
を
採
る

必
要
は

な

く
な
っ

た

た

め
、

彼

ら

の

処
遇
が

問
題
と

な

っ

た
。

鈴
木
は

彼
ら

を

中
心
に

「

ビ

ル

マ

独
立
義
勇
軍
」

を
結
成

す
る

こ

と

と

し
、

四
一

年
一

二

月
入
隊
式
を

挙
行
し

た
。

　
ビ

ル

マ

へ

の

早
期
独
立
付
与
を

主
張
す
る

鈴
木
は

、

し

だ

い

に

軍
の

中
央
か

ら
疎
ま
れ

る

よ

う
に

な

り
、

四
二

年
七
月
に

内
地
へ

転

属、

そ

の

他
の

機
関
員
た

ち

も

軍
政
の

主
流

か

ら

は

ず

さ
れ

た
。

　

第
一

五

軍
は

独
立
の

約
束
が

守
ら

れ
な

い

こ

と

で、
「

独
立
義
勇
軍
」

の

不
満
が

高
ま

る

の

を

危
険
と

感
じ

た
。

そ

の

不
満
を
回
避

す
る

策
と

し

て

「

独
立

義
勇
軍
」

を

解
散
さ

せ
、

ア

ウ

ン

・

サ

ン

を

軍
司
令
官
と

し

て

四

二

年
七
月
「

ビ

ル

マ

防
衛
軍
」

（

BDA

）

に

編
成
替
え

す
る

こ

と

と

し
た

。

九
月
に

は

ビ

ル

マ

防
衛
軍
士
官
学
校
が

、

ラ

ン

グ

ー

ン

郊
外
の

ミ

ン

ガ

ラ

ド

ン

に

開
設
さ
れ

た
。

　

そ

の

後、

中
央
の

政
策
転
換
で

四
三

年
八

月
ビ

ル

マ

が

独
立
し

た

さ

い
、

「

ビ

ル

マ

防

衛
軍
」

は

「

ビ

ル

マ

国
軍
」

と

改
称
さ

れ

た
。

日

本
軍
に

よ

る

独
立
付
与
も

、

戦
局
の

悪
化

で

必
ず
し

も

ビ

ル

マ

人
の

民
心
を

集
め

る

こ

と
は

で

き

ず
、

ビ

ル

マ

軍
部
の

反
日

傾
向
は

「

ビ

ル

マ

国
軍
」

に

改
編
さ

れ

て

か

ら
、

む

し

ろ

強
ま
っ

た

と

い

わ
れ
る

 
。

　
一

九
四

四

年
、

日

本
軍
は

イ
ン

パ

ー

ル

作

戦
に

敗
北
し

、

勝
利
へ

の

見
通
し

は
、

ほ

と

ん

ど

消
え

去
っ

た
。

ア

ウ

ン

・

サ

ン

た

ち
の

タ

キ

ン

覚
員
た

ち

は
、

こ

う
し

た

情
勢
を
背

景
に

ひ
そ
か

に

反
日

運
動
を

開
始
し
た

。

バ

ー
・

モ

ウ

は

運
動
に

は

参
加
し

な

か
っ

た

が
、

知

り

得
た

情
報
を

握
り
つ

ぶ

し、

日

本
側
に

知

ら

せ

な

い

よ

う

に

し
て

い

た
。

　
四

五
年
三

月
二

七
日

、

ア

ウ

ン

・

サ
ン

の

指
揮
下
に

「

ビ

ル

マ

国
軍
」

は

「

人
民
独
立

軍
」

と
改
名
し、

一

斉
に

抗
日

反
乱
を
開
始

し

た
。

攻
撃
の

的
は

主
に

憲
兵、

商
社
員
な

ど

に

向
か
っ

た
。

日

本
人
軍
事
顧
問
も

約
二

〇
名
が

殺
害
さ

れ

た

が
、

多
く

は

逃
亡
を

黙

認
さ

れ
、

と

く
に

「

南
機
関
員
」

た

ち

は

丁

重
に

扱
わ

れ

た
。

　

四

五

年
六
月
に

は
、

連
合
軍
の

ビ

ル

マ

反

攻
に

抗
し

き
れ

ず
、

南
部
の
一

部
を

除
き

、

日

本
軍
は

ビ

ル

マ

か

ら

撤
退
し

た
。

入
れ

替

わ

り
に

旧
宗
主

国
の

イ

ギ

リ

ス

と

イ

ン

ド

人

大
地
主
が

戻
っ

て

き

た
。

し

か

し
、

名
目
と

は

い

え
、

一

旦
独
立
を

味
わ
っ

た

ビ

ル

マ

人

は
、

植
民
地
支
配
の

復
活
を

許
さ

な
い

だ

け

の

意
識
と
軍
事
力
と

を
備
え

て

い

た
。

四
、

日

本
語
教
育
と
軍
事
訓
練

　
軍
事
訓
練
を

受
け
る

た

め

に

日

本
へ

渡
っ

た
ビ

ル

マ

の

「

三

十
人
志
士
」

た

ち

と

日

本

人
将
校
と

の

意

志
の

疎
通
に

は

ブ
ロ

ー

ク
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

イ

ン

グ

リ
ッ

シ

ュ

が

使
わ

れ

た
。

そ

れ

で

も

馳

訓
練
生
た

ち

は
、

日

本
へ

向
か

う

船
上

で
、

　
町

日

本
語
を

「

毎
日

少
な

く

と

も
一

〇
か

ら

二

血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し

○
の

単
語

を

習
い
」

と

い

う
生
活
を

送
っ

た
。

。

訓
練
生
の
一

人
ボ

ー
・

タ

ー

ヤ

ー

は
、

こ

の

　
 

時
の

感
想
を

次
の

よ

う

に

記
し

て

い

る

 
。

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿

　
正

直
に

告
白
す
る

と
、

私
は

以
前
は

日

本
人
の

教
育
水
準
を
西
洋
諸
国
の

水

準
と

く
ら
べ

て

み

て

か

な

り
低
く

み

て

い

た
。

何
の

罪
も
な

い

中
国
し

か

攻
め

る

こ

と

が

で

き
な

い

の

だ

と

思
い

こ

ん

で

い

た
。

と

こ

ろ

が

日

本
に

行
っ

て

日

本
製
の

武
器
を

実
際
に

使
用
し

て

み

て

は

じ

め

て

日

本
人
の

能
力
に

感
嘆
し

、

ま

ね

を

す
る

気
に

な
っ

た
。

　
日

本
で

軍
事
訓
練
を

う
け
る

う

ち

に
、

日

本
に

対
す
る

見
方
が

変
化
し
て

い
っ

た

よ

う

だ
。

　
ビ

ル

マ

で

は

他
の

南
方
占
領
地
と

異
な

り
、

既
存
の

学
校
で

日

本
語
を
必
修
科
目
と

せ

ず、

別
に

日

本
語
学
校
を

設
立
し

て

日

本
語
教
育

が

実
施
さ

れ

た
。

こ

の

策
は
バ

ー
・
モ

ウ
の

意
向
を

尊
重
し
た

第
一

五

軍
司
令
官
飯
田

祥

二

郎
中
将
の

方
針
で

あ
っ

た
。

し

か

し

日

本

語
教
育
問
題
で

、

す
べ

て
バ

ー
・
モ

ウ
の

意

向
が

通
っ

た

わ

け

で

は

な

か
っ

た
。

バ

ー
・

モ

ウ

は

自
伝
で

、

次
の

よ

う

に

記
し

て

い

る

圏
。

日

本
の

軍
国
主

義
者
た

ち

は、

こ

の
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敗
北
で

そ

の

ま
ま

引
き

下
が
り
は

し

な

か
っ

た
。

彼
ら
は

た

だ

ち

に

オ
ン

・

サ

ン

（

ア

ウ

ン

・

サ

ン
）

を
味
方
に

つ

け
、

彼
を

通
じ

て

私
の

反
対
か

ら

学
校
で

出

来
な

か
っ

た

こ

と

を
ビ

ル

マ

軍
で

実
施

す
る

こ

と

に

成
功
し

た
。

し

ば

ら
く

し

て

私
は

日

本
語
が
ビ

ル

マ

軍
の

実
用
語

と

な

り
、

義
務
的
に

教
え

ら

れ

て

い

る

こ

と

を
知
っ

た
。

　
彼
は

、

日

本
語
が

軍
隊
で

教
育
さ

れ
る

こ

と

に

つ

い

て

も
反
対
で

あ
っ

た

と

し

て

い

る
。

と

こ

ろ

が
、

こ

の

時
点
で

の

ビ

ル

マ

の

現
実

は
、

軍
の

指
導
は

日

本
人
に

頼
る

し
か

な

か
っ

た
。

続
い

て

バ

ー
・

モ

ウ

は

 

　

ビ

ル

マ

軍
に

つ

い

て

言
え

ば
、

そ

れ

が

日

本
人
と

よ

り

強
く
結
び
つ

い

て

い

た

か

ら、

さ

ら

に
一

歩
進
め

て

軍
事
訓

練
と

通
信
に

日

本
語
を

使
用
す
る

こ

と

に

同
意
し

た

の

で

あ
る

。

私
は

オ

ン

・

サ

ン

（

ア

ウ

ン

・

サ

ン
）

に

ど

な

ら

ん

ば

か
り
に

問
い

た

だ

し

た
。

「

私
が

学

校
や
官
庁
で

の

日

本
語
使
用
を
き
っ

ぱ

り
と

断
わ
っ

た

後
に

、

ま

た

な

ぜ

あ
の

よ

う

な

こ

と
を

許
し

た

の

か
？

」

彼
の

躊
躇
す
る

様
子
を

見
て

、

私
は

彼
が

そ

の

予
想
さ
れ

る

結
果
を

考
慮
し

、

自
分

も

好
ま

な

い

の

だ

と

考
え

た
。

　
し
か

し
、

そ

れ
を

告
白
す

る

か

わ

り

に
、

彼
は

「

ど

う
せ

日

本
軍
が
わ

れ

わ

れ
の

軍
隊
を

こ

れ

か

ら

長
く

教
練
す
る

の

だ

し

そ

ん

な

大
し

た

違
い

が

あ
る

と

は

思
わ

な

い
。

そ
の

た

め

に

は

彼
ら
自

身
の

言
葉
の

方
が

む
し

ろ
よ

い
」

と
い

っ

た
。

こ

れ

ら
の

意
見
が

当
時
の

ビ

ル

マ

国
民
の

大
方
の

意
識
を
代
弁
し

て

い

た
。

と

し

て
、

軍
隊
で

の

日

本
語
教
育
や

日

本
語

に

よ

る

教
育
が

、

現
実
的
な

策
と

認
め

ざ
る

を

得
な

か
っ

た

と

述
べ

て
い

る
。

ア

ウ

ン

・

サ
ン

自
身
は
、

流
暢
な

日

本
語
を

話
す
こ

と

が
で

き
た

と

い

う
。

　

ビ

ル

マ

防
衛
軍
で

は
、

日

本
の

歩
兵
操
典

に

の

っ

と
っ

て

訓
練
が

行
わ
れ

た
。

幹
部
は

日

本
の

予
科
士
官
学
校
に

入
り、

兵
卒
に

い

た

る

ま

で

日

本
語
で

教
育
さ

れ
、

軍
人
勅
諭

や

戦
陣
訓
も
暗
唱
さ

せ

ら
れ

た

岡
。

　

ミ
ン

ガ

ラ

ド

ン

の

陸
軍
士
官
学
校
は
、

士

官
、

幼
年

、

下
士
官
学
校
を
兼
ね

て

い

た
。

士
官
候
補
生
は

大
学
卒
業
程
度
の

者
を
一

年
、

下
士
官
候
補
生
は

試
験
に

通
っ

た

者
を

六
カ

月
、

幼
年
学
校
は

三

年
間
の

教
育
期
間
が

設

け

ら

れ
て

い

た
。

軍
用
語
の

日
本
語
教
科
書

も
作
ら

れ、

と
く

に

幼
年
学
校
の

教
育
は

、

す
べ

て

日

本
語
で

行
わ

れ

た
。

士
官
学
校
で

教
え

た

羽
田

栄
太
は

、

日

本
語
教
育
の

様
子

を
次
の

よ

う

に

記
し

て

い

る

團
。

　
こ

こ

で

は
、

文
型
な

ど

は

問
題
で

は

な

か
っ

た
。

「

こ

れ

は

何
だ
」

「

小
銃
で

す
」

「

か

わ

や
へ

い

っ

て

よ

い

で

あ
り

ま

す
か
」

「

め

ん

せ

ん

き

は

ど

こ

に

あ

り

ま

す
か
」

と
い

っ

た

調
子
の

、

日

本

軍
隊
用

語

を
つ

め

こ

ん

で、

一

日

も
早

く

日

本
軍
と

の

連
け
い

活
動
の

で

き
る

こ

と

に

主
目
的
が

あ
っ

た
。

　一

番
困
難

を

極
め

た

の

は
、

操
典
の

暗
記
で

あ
っ

た
。

歩
哨
の

守
則
な

ど

は
、

日

本
軍
そ

の

ま

ま

不
寝
番
の

守
則
ま

で

も
、

日

本

軍
隊
式
で

あ
っ

た
。

　
一

日
、

私
は

野
田

少
佐
と

碁
を
打
ち

な

が

ら
、

何
と
か

や

さ

し

い

日
本
語

で

い

け

ま

い

か

と

話
し

た
。

少
佐
は

言
下

に

「

だ

め

だ
」

と
い

っ

た
。

日

本
軍
全

体
の

用
語
が

平
常
語
に

な

る

な

ら

だ

け

れ

ど
、

そ

ん

な

こ

と
は

「

今
の

間
に

合

わ
な

い

の

だ
」

と
。

　
士
官
学
校
で

は
、

他
の

日

本
語
学
校
と

は

異
な

り
、

即
戦
力
と

な
る

よ

う

な

日

本
語
教

育
が

要
求
さ

れ

て

い

た
。

　
実
際
の

兵
器
の

使
い

方
は

、

教
育
隊
と

い

う

組
織
の

軍
人
が

指
導
し

た
。

教
育
隊
に

配

属
さ

れ
た

朝
日

向
光
「

は

 

　

そ

こ

へ

行
っ

て

は

じ
め

て

ビ

ル

マ

人

を

教
育
す
る

と

い

う

こ

と

が

わ
か
っ

た
。

言
わ

れ
た

こ

と
は

、

す
べ

て

日

本
語
で

教
育
し
ろ

と

い

う

こ

と

だ
っ

た
。

英
語

と

い

っ

て

も

私
は

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

ト

く

ら

い

し

か

わ

か

ん

な

い

か

ら

ね
。

幹
部

候
補
生
一

三

名
の

班
長
に

な
っ

て
、

訓

練
を
始
め

た

ん

だ
。

と

に

か

く
言
葉
は

わ

か

ん

な
い

か

ら
、

動
作
で

示
す
以
外

に

な

い
。

気
を
つ

け
！

敬
礼
！

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　

何
で

も

声
を

だ

し

て

は

動
作
し

て

や

る
、

馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

そ

う

や

っ

て

覚
え

さ
せ

た
。

三

カ

月
ぐ

訌

　
　

ら
い

た

っ

た

ら

大
体

、

動
作
も
そ

ろ
っ

血

　
　
て

き

た
・

　
　
　
　
　
　

曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肛

と

述
べ

、

す
べ

て

日

本
語
で

教
え

る

直
接
法
 

を

想
起
さ

せ

る

よ

う

な

方
法
で

訓
練
し

た

と

H

回
想
し

て

い

る
。

士
官
学
校
の

ほ

か
に

「

少
M

年
訓
練
所
」

と
い

う
組
織
が

開
設
さ

れ

た
。

一

九

四

三

年
三

月
三

〇
日
付
の

『

ビ

ル

マ

新

聞
』

に

次
の

よ

う

な

記
事
が

あ

る
。

　

ビ

ル

マ

の

幼
年
学
校
と

も
い

う
べ

き

少
年
訓
練
所
が
い

よ

い

よ

開
所
す

る
。

ビ

ル

マ

の

少
年
を
訓
練
し

て

立
派
な

将

校
に

育
て

あ

げ
よ

う

と

ラ

ン

グ

ー

ン

に

設
立
さ

れ

た

少
年
訓
練
所
（

聖
風
寮
）

で

は

四

月
三

日

開
所
式
を

挙
行。

未
来

の

将
校
達
に

日

本
語

、

歴

史
、

数
学

、

理

科
の

四

課
目
を

教
え

、

さ

ら

に

教
練

、

体
操、

武
道
な

ど

を

課
し

日

本
式
の

軍

事
教
育
を
行
う
こ

と

と

な

っ

た
。

こ

の

開
所
式
を

前
に

去
る

二

七
日

か

ら
入
所

志

願
者
の

身
体
検
査
が

始
っ

た
。

受
験

者
の

う

ち

に

は

遠
く
上
ビ

ル

マ

か

ら
押

し

か

け
た

も
の

も
あ
り

採
用
人
員
に

比

し

圧

倒
的
な

応
募
者
数
を

示
し

て

い

る
。

受
験
の

少
年
は

勿
論
付
添
の

親
達
ま

で

「

是
非
合
格
さ

せ

て

下
さ

い
」

と

係
官

に

嘆
願
す
る

な

ど
起
上
ろ

う

と

す

る
ビ

ル

マ

人
の

心
意
気
を
見
せ

て

い

た
。

身

体
検
査
は

二

八
日
も
続
行
さ

れ
二

九
日
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は

学
科
試
験
が

行
な

わ

れ

る
。

　
ビ

ル

マ

人
の

独
立
意
識
の

高
さ

や、

軍
事

力
の

必
要
性
は

年
齢
の

低
い

層
に

も

浸
透
し

て

い

た
と

思
わ

れ

る
。

　
ミ

ン

ガ

ラ

ド

ン

士
官
学
校
の

候
補
生
た

ち

は、

一

〇
日

後
の

日

本
軍
へ

の

反
乱
を

知
ら

さ

れ
て

い

た

の

で

あ

ろ

う

か
、

四
五
年
三

月

一

七
日

に

英
軍
と
の

戦
闘
を
予
定
し

た

「

ビ

ル

マ

国
軍
」

の

出
陣
式
に

参
加
し

て

兵
舎
に

帰
っ

た

あ

と
、

日

本
語
を

教
え

て

い

た

教
師

も
気
づ

か

な

い

う

ち
に

、

未
明
に

は

二
、

三

人
の

下
士
宮
を

残
し

た

だ

け
で

遁
走
し

て

し

ま
っ

た

の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で
、

視
点
を

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

に

移
す

と
、

ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
の

前
身
で

あ

る

タ

ン

ゲ

ラ

ン

青
年
道
場
で

は
、

精
神
教
育

、

軍

事
学

、

特
殊
教
育
の

諜
報

、

宣
伝
な

ど

の

学

科
と

と

も

に
、

語
学
と

し

て

日

本
語
が
教
え

ら

れ

た
。

ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
の

軍
事
訓
練

に

つ

い

て

は
、

す
べ

て

日

本
語
で

実
施
す
る

方
針
の

部
隊

、

号
令
の

み

日

本
語
で

、

そ

の

他
は

通
訳
を

介
す

る

部
隊

、

す
べ

て

現
地
語

に

よ

る
部
隊
な

ど

様
々

で

あ
っ

た
。

　

日

本
語
教
育
の

時
間
数
や

レ

ベ

ル

も
ま

た

そ

れ

ぞ

れ

異
な
っ

て

い

た
。

す
で

に

軍
政
監

部
が

設
置
し
た

日

本
語
学
校
で

学
ん

だ

も
の

が

各
部
隊
に

数
人
は

い

た

と

い

う
。

　

義
勇
軍
に

対
す

る

日

本
語
授
業
を
参
観
し

た

藤
田
静
雄
少
尉
は

、

そ

の

時
の

様
子
を
次

の

よ

う
に

述
べ

て

い

る

鰯
。

　
私
は

第
一

回
の

義
勇
兵
に

対
す
る

日

本
語
授
業
を

の

ぞ
い

て

驚
い

た
。

日
本

語
の

割
に

上
手
な

小
団
長

團

が

熱

心

に

教
え

て

い

た
。

兵
は

、

ザ

ラ

紙
を

持

ち

三

入
に
一

本
位
鉛
筆
を
持
っ

て

い

る

が

何
も
書
い

て

い

な

い
。

や
っ

て

来
た

中
団
長
に

室
の

外
で

尋
ね

る

と
「

義
勇

兵
は

皆
字
を

知
り
ま

せ
ん

。

学
校
へ

行
っ

て

ま

せ

ん

か

ら

書
け
な
い

の

で

す
。

村

や

家
庭
で

は

ジ
ャ

ワ

語
で

す
が

そ

れ

も

書
く、

と

い

う
こ

と
は

あ
ま

り
致
し

ま

せ

ん
」

　

こ

れ

は

大
変
だ

、

ま

ず
マ

レ

ー

語
の

勉
強
が

先
だ

と

思
い

、

広
瀬
先
任
指
導

官
と

相
談
し

て、

日

本
語
の

学
習
は
一

年
間
延
長
し

、

そ

の

間
マ

レ

ー

語
の

読

み

書
き
を
指
導
す

る

こ

と

に

し

た
。

　
義
勇
兵
で

も

わ

ず
か

二

〇
％
と
い

う

識
字

率
で

は
、

日

本
語
教
育
よ

り
も
母
語
の

教
育

を
優
先
せ

ざ
る

を
得
な

い

状
況
で

あ
っ

た
。

通
訳
で

初
歩
の

日

本
語
を

教
え

た

中
島
正
周

に

よ

れ

ば
、

手
旗
信
号
を

応
用
し

て

カ

タ

カ

ナ

を
教
え

た

り
、

実
際
に

動
作
を

見
せ

て

動

詞
の

使
い

方
を
分
か

ら

せ

た

り
し
た

と
い

う

 
。

　
ボ
ゴ

ー

ル

で

は

難
解
な

軍
用
語
を

平
易
な

日

本
語
に

言
い

換
え

て

教
育
し

て

い

た

部
隊

も
あ
っ

た
。

例
え

ば

堅
固
を
ツ

ヨ

イ

（

ツ

ヨ

イ

陣
地
）

、

構
築
を

ツ

ク

ル

（

工

事
ヲ

ス

ル
）

、

渡
渉
（

河
ヲ

渡
ル
）

、

到
着
を

ツ

イ

タ

（

目

的
地
二

）

の

よ

う
に

口

語
体
に

す

る

と

と

も

に
、

使
い

方
に

つ

い

て

も
例
を

示
し

た
。

　
治
安
維
持
の

た

め

に
、

警
察
の

補
助
的
な

役
割
を
果
た

し

て

い

た

警
防
団
で

も
、

軍
事

訓
練
の

他
に

地
域
に

よ
っ

て

は

日

本
語
教
育

も

行
わ

れ

た
。

警
防
団
で

使
わ

れ

た

専
門
用

語
の

多
く
は

日

本
語
で

あ
っ

た

た

あ
、

日

本

語
の

修
得
は

不
可
欠
で

あ
っ

た
。

　
日

本
軍
が

フ

ィ

リ
ピ

ン

戦
で

神
風
特
別
攻

撃
隊
を

出
撃
さ
せ

た
一

九
四

四

年
一

〇
月
二

五
日

の

約
一

ヵ

月
後
か

ら

『

ジ

ャ

ワ

新
聞
』

に
、

自
爆
攻
撃
隊
へ

の

志
願
の

記
事
が
数
多

く

見
ら
れ

る
。

個
人
ば

か

り
で

な

く
、

集
団

で
、

夫
嬬
で

、

ま
た

女
性
の

希
望
者
も
続
出

し

た
。

い

く
つ

か
の

回
教
団
体
も
「

自
爆
隊
」

を

結
成
し
た

。

　
な

か

に

は

単
独
で

日

本
人
の

州
長
官
に

直

接
志
願
を
希
望
す

る

女
性
ま

で

出
現
し
、

そ

れ

に

は

長
官
が

「

日

本
の

戦
力
は

女
兵
士
ま

で

第
一

線
に

送
り
出
さ

ね

ば
な

ら

な

い

敵
米

英
と

は

異
な

る
」

と
い

さ

め

て

帰
す
な

ど
、

軍
政
当
局
も
困
惑
気
味
の

よ

う

で

あ
る

。

と

く

に
、

ア

マ

ッ

ト

兵
補
が

ボ

ル

ネ

オ

の

タ

ラ

カ

ン

島
で

、

日

本
人
兵
士
と

と

も
に

敵
機
銃

陣
地
に

突
入

、

自
爆
し

た

と

伝
え

ら

れ

る

と、

そ

の

熱
気
は
一

層
強
ま
っ

た。

　

四

四

年
一

二

月
二

九

日

付
の

『

ビ

ル

マ

新

聞
』

に

軍
事
訓
練
を
受
け
て

い

る

青
年
が

、

習
得
し

た

日

本
語
で

次
の

よ

う

に

綴
っ

た

記

事
が

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

捨
て

身
の

覚
悟
　
少
年
航
空
兵

イ
エ

ト

ン

　
私
は

日

本
の

軍
人
は

偉
い

と
い

つ

も

思
っ

て

い

ま

し

た

が、

レ

イ

テ

島
の

神

風
特
別
攻
撃
隊
の

働
き
を

聞
い

て

特
に

強
く
感
じ

ま
し

た

1
中
略
−

私
も

ビ

ル

マ

の

た

め

人
間
爆
弾
と

な
っ

て

米
英
を

や
っ

つ

け

ま

す
必
勝
の

信
念
と

国
に

命

を
捧
げ

る

覚
悟
で

ビ

ル

マ

反
撃
を

叫
ん

で

い

る

敵
を

追
い

散
ら

し
て

“

も
う

駄

目
だ
”

と

思

わ

せ

ま

す
。

こ

の

命
国
へ

捧
げ
ん

　
少
年
航
空
兵

モ

ン

・

サ

ン

・

ミ

イ
ン

　
私
た

ち

は
ビ

ル

マ

陸
軍
士
官
学
校
で

少
年
航
空
兵
と

し
て

毎
日

体
操
と

日

本

語
と

教
練
を
一

生
懸
命
に

勉
強
し

て

い

ま

す、

日

本
軍
の

教
官
殿

も

軍
人
精
神

と

攻
撃
精
神
を

と

く
に

力

を

入
れ

て

教

え

て

下
さ
っ

て

い

ま

す
1

中
略
−

私
は

“

あ

と

四

年
の

う
ち

に

死
ぬ
”

と

決
め

て

い

ま

す、

攻
撃
の

命
令
が

出
れ
ば

真
っ

先
に

飛
ん

で

行
き
敵
軍
や

兵
器

庫
を
攻

撃
し

ま

す
、

若
し
敵
弾
が

あ
た
っ

て

飛

ぶ

こ

と

が

出
来
な
い

よ

う

に

な

れ
ば
敵

軍
の

中
へ

自
爆
し

ま

す
、

私
は

今
か

ら

私
の

全
体
を

ビ

ル

マ

国
に

捧
げ
て

お

り

ま

す
。

　
こ

の

よ

う

に
、

ビ

ル

マ

で

も
日

本
軍
の

特

別
攻
撃
隊
に

刺
激
さ

れ
、

軍
事
訓
練
を
受
け

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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て

い

た

青
年
た

ち
の

間
に、

国
土
防
衛
の

た

め

に

は
、

自
爆
的
攻
撃
法
を

も
辞
さ

な

い

気

分
が

育
成
さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る。

五
、

む

す

び

　

イ

ン

ド

ネ
シ

ア

の

防
衛
義
勇
軍、

ビ

ル

マ

の

防
衛
軍
の

創
設
は

、

と
も

に

日

本
軍
の

独

立
付
与
延
期
に

対
す
る

彼
ら

の

不
満
を
回
避

す
る

た

め

編
み

出
さ
れ

た

策
で

あ
っ

た
。

し

か

し
、

日
本
軍
に

よ

る

軍
事
訓
練
を

経
験
す

る

う
ち
に

、

彼
ら

は

次
第
に

意
識
を

高
め

て

い

っ

た
。

日

本
軍
の

撤
退
後
に

復
帰
し

て

く

る

で

あ
ろ

う
旧

宗
主
国
に

よ

る

再
植
民
地
化

を
阻
止
す
る

た

め

に

必
要
だ
と

い

う

切
実
な

意
識
で

あ
っ

た
。

　

日

本
語
に

よ

る

訓
練
を

現
実
的
な

方
策
と

考
え

た

現
地
軍
に

と
っ

て、

日

本
語
教
育
の

強
化
は

不
可
欠
な

施
策
で

あ
っ

た
。

内
容
は

、

軍
事
訓
練
を

施
す

た

め

に

必

要
な

事
項
が

優

先
さ

れ、

速
成
主

義
に

偏
り

が

ち
で

あ
っ

た

と

言
え

る
。

し

か

し

縁
の

下
の

力
持
ち

的
な

存
在
と

は
雪
鬪

え
、

両
軍
で

実
施
さ
れ

た

日
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（

新
人
物
往
来
社、
　一

九
七
六
年
）

二

六

　
頁

。

 
大

野
徹
「

ビ

ル

マ

国
軍
史
（
そ

の

2
）

」

　
（

『

東
南
ア

ジ

ア

研
究
』

八

巻
三

号
、

一

九

　
七
〇
年
）

三

六
一

頁
。

 

ボ

i
・

ミ

ン

ガ

ウ
ン

『

ア

ウ

ン

サ

ン

将
軍

　
と

三

十
人
志
士
（

2
）

」

（

『

鹿
児

島
大

学

　
史
録
』

第
四
号

、

　一

九
七
｝

年
）

一
一

七

　
頁

。

鯛
前
掲

、

バ

ー
・
モ

ウ

『

ビ

ル

マ

の

夜
明
け
』

　
三

＝
一
頁

。

 
同
右

、

二

九
五

頁
。

 
田
中
正
明
「

ビ

ル

マ

独
立

軍
の

悲
劇
−

悪

　
夢
の

記
録
大
東
亜

戦
争
の

真
実
を

語
る

ー
」

　
（

『

日

本
週
報
』

ダ

イ

ジ

ェ

ス

ト

版
、

一

九

　
五亠
ハ

年
）

九
六
頁

。

 
羽
田
栄
太
「

ビ

ル

マ

陸
軍
士

官
学
校
」

　
（

『

せ

く

ば

ん

ー

ビ

ル

マ

日

本
語
学
校
の

記

　
録
』

（

修
道
社

、

一

九
七
〇

年
）

二

五
四

　
頁

。

 
前
掲

、

森
山
な

ど
『

証
言
記
録
大
東
亜
共

　
栄
圏
ー

ビ

ル

マ

・

イ

ン

ド
へ

の

道
』

一

〇

　
五
頁

。

 
前
掲

、

森
本
『

ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
史
』

　
三

四
一

頁
。

図
ジ

ャ

ワ

防
衛
義
勇
軍
は

小
団
を
底
辺
に

中

　

団
、

大
団
の

ピ

ラ

ミ
ッ

ド

型
で

構
成
さ

れ

　
て

い

た
。

大
団
長
は

三
五

歳
以

上
、

中
団

　

長
は
二

五

歳
−

三

五
歳

、

小
団
長
は
一

六
−

　
二

五

歳
位
を

基
準
と
し

て

い

た
。

 
イ

ン

タ
ビ

ュ

ー

に

よ

る
。

一

九
九
八
年
三

　

月
一

四

日

（

ひ

た

ち
な

か

市
の

同
氏
宅
で
）

。

岡
前
掲

、

バ

ー
。
モ

ウ

『

ビ

ル

マ

の

夜
明
け
』

　
二

〇
〇
頁

。

岡
カ

ナ
ヘ

レ

『

日

本
軍
政
と
イ
ン

ド

ネ
シ

ア
』

　
（

鳳
出
版、

一

九
七
七
年
）

一

二

七

頁
。

 
前
掲

、

レ

ブ
ラ

『

東
南
ア

ジ

ア

の

解
放
と

　
日

本
の

遺
産
』

二

五
六
頁

。
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